


は じ め に 
 
 児童生徒が、安心・安全な学校環境の中で、元気に思い切り活動し、健やか

に成長していくことを、誰しもが願っています。  
 しかし、社会の変化は急激で、生活習慣の乱れ、メンタルヘルスに関する課

題、アレルギー疾患、性の問題行動や薬物乱用、感染症など現代的な健康課題

が、児童生徒に影響を及ぼしています。また、今後発生が予想される「首都直

下地震」に加え、「新たな危機事象」に対する備えを含む防災教育を中心とした

安全教育の推進は、喫緊の課題です。 
 こうした状況を踏まえ学校では、「学校保健・学校安全・学校給食」の３つの

領域が、それぞれ機能を担いつつ緊密に連携を図りながら、教育活動全体を通

して組織として一体的に取り組む必要があります。また、家庭や地域、関係機

関との連携を深め、児童生徒が自らの健康を適切に管理し、改善していく資質

や能力を培うなどの実践力の育成も不可欠です。  
本書は、学校健康教育の重点や考え方、「第２期生きる力と絆の埼玉教育プラ

ン－埼玉県教育振興基本計画－」（平成２６年度～平成３０年度）における本県

健康教育の位置付け、最新の情報、学校として是非推進していただきたい事項、

取組事例など、各学校の実態に応じて活用できる内容で構成しております。 
各市町村教育委員会や各学校におかれましては、本書を組織的、計画的な学

校健康教育推進の道しるべとして、十分に御活用いただきますようお願いいた

します。 
今後とも、県教育委員会といたしましては、児童生徒が生涯にわたり豊かな

心と健やかな体を備えた「生きる力」の育成と、人と人とのつながりを大切に

した学校・家庭・地域の「絆」を育てる埼玉教育の実現に努めてまいります。 
 

 

平成３０年３月  
 

埼玉県教育局県立学校部保健体育課長  
加 藤 健 次 
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学校健康教育を推進するために 
 
 
 
 

Ⅰ 学校健康教育の概念 

 

        Ⅱ 学校健康教育の重点事項 

 

        Ⅲ 埼玉県学校健康教育ガイドライン 
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Ⅰ 学校健康教育の概念 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上記のとおり、学校における健康教育は、学校保健、学校安全及び学校給食を含む食育に関する指

導を包括したものであり、それらが相互に関連し、管理と表裏一体として推進されるものである。 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

                            

 

 

Ⅱ 学校健康教育の重点事項 
 

 

 

埼玉県教育委員会では、教育基本法に基づく教育振興基本計画、「第２期生きる力と絆の埼玉

教育プラン－埼玉県教育振興基本計画－」を策定し、平成26年度から平成30年度までの５か年を

計画期間として、生きる力を育て絆を深める埼玉教育を推進していく。 
学校健康教育に関する目標・取組は、【基本目標Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成】のもとで

取り組む「健康の保持・増進」、【基本目標Ⅲ 質の高い学校教育を推進するための環境の充実】

のもとで取り組む「子供たちの安心・安全の確保」である。 
 

○第２期生きる力と絆の埼玉教育プラン－埼玉県教育振興基本計画－ 

における学校健康教育の位置付け 

 

 

児童生徒の 

健康の 

保持増進 

学校保健 
心身の保持増進のための 

保健教育・保健管理 

食育・学校給食 
望ましい食習慣の育成等を 

図る給食指導・衛生管理 

学校安全 
安全能力の育成等を図る 

安全教育・安全管理 

学校健康教育の概念イメージ 

＜小学校学習指導要領 第１章 総則 第１  ２ （３）小学校教育の基本と教育課程の役割＞ 

 学校における体育・健康に関する指導を，児童の発達の段階を考慮して，学校の教育活動全体を

通じて適切に行うことにより，健康で安全な生活と豊かなスポーツライフの実現を目指した教育の

充実に努めること。特に，学校における食育の推進並びに体力の向上に関する指導，安全に関する

指導及び心身の健康の保持増進に関する指導については，体育科，家庭科及び特別活動の時間はも

とより，各教科，道徳科，外国語活動及び総合的な学習の時間などにおいてもそれぞれの特質に応

じて適切に行うよう努めること。また，それらの指導を通して，家庭や地域社会との連携を図りな

がら，日常生活において適切な体育・健康に関する活動の実践を促し，生涯を通じて健康・安全で

活力ある生活を送るための基礎が培われるよう配慮すること。（中・高等学校においても準ずる） 

                                     平成 29年 7月告示 
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第２期生きる力と絆

きずな

の埼玉教育プラン－埼玉県教育振興基本計画－（平成26年度～30年度） 

【基本理念】 生きる力を育て絆
きずな

を深める埼玉教育  

【基本目標】 

Ⅰ 確かな学力と自立する力の育成 
Ⅱ 豊かな心と健やかな体の育成 
Ⅲ 質の高い学校教育を推進するための環境の充実 

Ⅳ 家庭・地域の教育力の向上 
Ⅴ 生涯にわたる学びの支援とスポーツの推進 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

施 策 施 策 の 方 向 性 
主 な 取 組 

(学校健康教育の重点事項) 

基本 

目標 

Ⅱ 

 

健康の 

保持 

・ 

増進 

□ 学校、家庭、地域の医療機関をはじめとする関

係機関などが連携して、学校保健を充実します。 ○学校保健の充実 

□ 児童生徒の日常生活における食事についての 

正しい理解や、望ましい食習慣の形成のため、学

校・家庭・地域が連携して食育を推進します。 
○食育の推進 

□ 性に関する問題行動や薬物乱用の防止など、学

校保健に関する現代的課題に対応する教育を推

進します。 

○性に関する指導や薬物乱用 
 防止教育の推進 

基本 

目標 

Ⅲ 

子供 

たちの 

安心 

・ 

安全の 

確保 

□ 児童生徒に危険を予測し回避する能力を身に

付けさせます。 ○安全教育の推進 

□ 学校の危機管理体制の整備・充実と教職員の危

機管理能力の向上を図ります。 
○学校の危機管理体制の整備・ 

充実 

□ 児童生徒の生活安全や交通安全、災害安全（防

災）について、家庭や地域、関係機関と連携し、

地域ぐるみの学校安全体制の整備を推進します。 

○自然災害から児童生徒の命を 

 守る防災体制の強化 

○家庭、地域と連携した防犯・ 

交通安全教育の推進 

 

○施策の方向性と主な取組 

埼玉県教育行政重点施策 

学校健康教育の推進 
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Ⅲ
埼
玉
県
学
校
健
康
教
育
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

第
２
期
生
き
る
力
と
絆
の
埼
玉
教
育
プ
ラ
ン

－
埼
玉
県
教
育
振
興
基
本
計
画
－

（
平
成
2
6～
30
年
度
）

○
地
域
へ
の
支
援

○
学
校
へ
の
支
援

○
子
育
て
の
支
援

＊
地
域
で
の
活
動
支
援

＊
保
健
所
、
地
域
保
健
医
療
機
関
等
と
の
連
携

＊
親
の
学
習
、
子
育
て
講
座

＊
健
康
づ
く
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成

＊
警
察
、
児
童
相
談
所
等
関
係
機
関
と
の
連
携

学
校
保
健
委
員
会
・
地
域
学

校
保
健
委
員
会
で
の
連
携

学
校
医
・
学
校
歯
科
医
・

学
校
薬
剤
師
等
と
の
連
携

＜
相
談
＞
○
各
種
健
康
相
談
・
救
急
医
療
情
報
・児
童
虐

待
の
通
告
・
教
育
相
談
・
非
行
問
題

行
政

連
携

・
支

援

◆
埼
玉
県
が
目
指
す
児
童
生
徒
像

◆

〈
学
校
保
健
〉

健
康
に
関
す
る
知
識
や
技
能
を
習
得
し
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
自
ら
の
健
康
を
適
切
に

管
理
・
改
善
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
学
校
安
全
〉

自
ら
危
険
を
回
避
す
る
と
と
も
に
、
支

援
者
に
も
な
る
自
助
・
共
助
の
態
度
を
身

に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

〈
食
育
・
学
校
給
食
〉

食
に
関
す
る
正
し
い
知
識
や
望
ま
し

い
食
習
慣
を
身
に
付
け
、
心
身
の
健
康

を
保
持
増
進
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

○
保
健
教
育
、
安
全
教
育
の
充
実

○
教
育
相
談
・健
康
相
談
等
の
充
実

○
学
校
環
境
の
整
備

学
校

連 携
○
基
本
的
生
活
習
慣
の
確
立

○
温
か
い
家
庭
づ
く
り

○
疾
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療

家
庭

○
安
全
な
環
境
整
備
支
援

○
教
育
活
動
支
援

○
放
課
後
の
子
供
活
動
支
援

○
地
域
で
の
活
動
支
援

○
人
間
関
係
づ
く
り
支
援

地
域

連 携

連
携
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第 ２ 章 

 
 

学校健康教育の推進方策 
 
 

Ⅰ 学校保健の充実 

 

Ⅱ 学校安全の推進 

 

Ⅲ 学校における食育の推進 

 

        Ⅳ 学習指導実践事例 

         実践事例１ ＜保健学習＞ 

                久喜市立本町小学校 

         実践事例２ ＜食に関する指導＞ 

                熊谷市立大幡中学校 
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